












































































































































































































































10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答
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52 紙地図の掲載に適した観光情報の検討　─流山オープンガーデン訪問者のメディア利用の視点から─
識を知るため「よく知らない場所では、道は地図を見
るより人に訪ねたほうがいい」という質問をしたとこ
ろ、41.9％が「とてもあてはまる」「あてはまる」と
回答している。人に訪ねることは悪いことではない
が、むかえる側である流山市内の市民、特に公開して
いる庭の近隣住民には、きちんと周知していくことが
求められるだろう。
次に、地図の使いやすさに関する実感を知るため
に、「スマートフォンや携帯電話で表示される地図は、
わかりにくい」「地図は紙になっている方が使いやす
いと思う」ということについて訪ねた。48.5％が紙の
地図を使いやすいと回答したのに対し、スマートフォ
ンや携帯電話の地図のわかりにくさを25.3％が指摘し
ている。以前、学生とともに携帯電話やスマートフォ
ン、タブレット型端末、紙の地図を用いた防災街歩き
に参加した。災害時を措定しながら街の中を歩き、自
分が被災したときに役立ちそうな場所にマーキングを
行っていくというイベントだったが、やはり使いやす
いのは紙地図であった。スマートフォンやタブレット
型端末を操作しながら歩くのは非常に難しいこと、ま
たGPS機能を使っていても、矢印で表示される自分
の居場所が、思っている位置と違う場所に表示され
て、自分の位置を見失う、また画面が自然光の中では
反射して見えにくいという、ツールが抱える問題点を
痛感した。紙地図の使いやすさというよりは、むしろ
デジタルメディアに表示される地図の不便さという評
価なのかもしれないが、オープンガーデンのようなイ
ベントには、使いやすい紙地図の方が適していると考
えるのが妥当だろう。
次に、地図を読む力があるかどうかを、訪ねた。
34.4％が、「地図を見ても道に迷う」と回答している。
面白いことに、「地図を見ても道に迷う」人ほど、「地
図を、自分の進行方向に回した方が使いやすい」に、
「とてもあてはまる」と回答している（p＜.000）。また、
迷う人は「地図上の地点Aから地点Bまで徒歩で何分
かかるか予想できる」「最寄駅から自宅までの簡単な地
図を書くことができる」に「あてはまらない」「まった
くあてはまらない」と回答する割合が高い（p＜.000）。
こうした回答からみえてきたのは、地図の読めない
人の空間認識力が低い傾向である。平面的に表現され
る紙の地図が使いやすいと思っているのに、その地図
を、実際の空間と結びつける能力が低い傾向が浮かび
上がってきたということである。1㎞が徒歩で15分程
度かかると考えられるが、そうした基礎的な情報を
持っていたとしても、地図上に表現されたときに、ど
れくらいで行けるだろうという予測が立てられないの
は、平面を立体的にとらえる力に難があるのだろう。
人間工学的な分析が必要になってくるだろうが、利用
者の実感を考慮した際、今後この地図というメディア
リテラシーは、情報を送り出す側にとって重要なファ
クターになる。平面でありながら、歩行者の視点を取
り入れた情報を加味する必要がある。例えば、わかり
やすいランドマークになるものを明記するなどの工夫
である。今回の調査結果からは、迷うことを楽しむど
ころか、地図を持っていても、目当ての庭にたどり着け
ない訪問者の地図リテラシーの低さが明らかになった。
まとめと今後の展望
本研究で明らかになった点は以下の通りである。
1、年々リピート率が上昇しており、定期的なイベン
トとしての認知度が高まっている可能性があるこ
と。
2、訪問者のうちリピーターは自身もガーデニングを
楽しんでいる人が多く、庭の経年変化を見ること
が再訪の理由となっている。
3、訪問者の4割強は、地図リテラシーが低く、地図
を持っていてもうまく読みこなせていない。
目的地に辿りつけないことが、イベントそのものの
不満につながっており、現在までの研究では、街の中
のサインなど、現地で地図をみなくても、訪問者を導
くような方向性の検討が行われてきたが、今後は地図
とサインをどう結びつけるかが課題になるだろう。特
に、現地までの交通手段は現地で必要な情報を吟味す
るうえで重要視すべき可能性を見出した。しかし本調
査では訪問者が求める情報については補えなかったた
め、今度はその検討も必要になる。
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